
維持管理に関する区分

【給水施設について】

現時点で、ごみ処理施設まで送水する施設としてポンプ場３箇所、調整池１箇所を想定している。

事業者は、水道水を受けるために第１受水槽を設置し、この受水槽を介して水道水を利用する計画とすること。

第１受水槽の容量については、給水施設設計者（水道局）と協議の上、決定すること。

第１受水槽から飲料水利用することから、水道水以外は第１受水槽へ流入させないこと。

【施工範囲について】

出雲市（上下水道局）の施工範囲は、給水分岐部から各給水施設を経て、ごみ処理施設敷地内までとする。

事業者の施工範囲は、敷地内に入ったところ以降とする。

第１受水槽に設置する水位計は、出雲市（上下水道局）で設置する予定である。

詳細については、事業者決定後、出雲市（上下水道局）と協議すること。

【ポンプの動作およびポンプ場の監視等について】

ポンプのON／ＯＦＦは、送水先のポンプ井（受水槽）の水位計からの信号で行う方法を想定している。

ポンプの故障等による警報や運転状況については、各給水施設からごみ処理施設へ情報が送られるため、

ごみ処理施設内に警報等の受信装置を設置するスペースを確保すること。

【施設の維持管理について】

第１加圧ポンプ場内の水道メーターまでは、出雲市（上下水道局）にて維持管理を行う。

水道メーターから施設内の第１受水槽までの給水施設については、事業者にて維持管理を行うこと。
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○地下水利用について（H29.10.13 時点） 

 

＜試験井の掘削＞ 

地下 80ｍ掘削時に多量の地下水の存在を確認したため、掘削を一時中断し、簡易な揚水

試験を行うとともに、地下水を採水し水質検査（原水・一般）を行った。 

（水質検査） 

裸孔状態での揚水試験時の水質検査なので、参考値として扱う。 

検査結果は別紙のとおり。 

（揚水量） 

   井戸の状態は、掘削径φ250・掘削深 80ｍ・裸孔状態（ｹｰｼﾝｸﾞ未設置）。 

簡易揚水試験（連続揚水試験 9/8～9/10）を行った結果は次の通り。 

揚水量を変化（多→少）させながら、限界揚水量を求めた。 

揚水量 1000ℓ／分から始めて、孔内水位が変動しない揚水量まで徐々に少なくして 

いった結果、150ℓ／分で孔内水位の降下が無くなった。 

このことから、現状（80ｍ掘削時）での限界揚水量は、150ℓ／分＝200m3／日と

する。 

 

＜今後の予定＞ 

これまでの調査（電気探査・放射能探査）の結果に 100m 以深の地層で地下水の存在する

可能性が高いことを示すデータがあったため、長期に安定した揚水が見込める可能性が高

いことから、残り 70ｍを掘削することとし、深さ 120～150ｍ区間にスクリーンを設置す

る深さ 150m の井戸にする。 

深さ 150ｍまで残り 70ｍ掘削し、ケーシング・スクリーン（φ150）を設置した後、 

砂利充填を行い、試験井を完成させる。 

この後、揚水試験（段階試験・連続試験・回復試験）を行い、揚水能力を確認する。 

 

井戸の性能（揚水量・水質）が判明するのは、平成２９年１１月末頃の予定。 

 

＜井戸の利用条件＞ 

試験井の設置までを出雲市が行う。 

事業者は、井戸ポンプ設置、施設までの送水管布設、受水槽設置を行い、井戸を含むこれ

らの施設の維持管理を行うこととする。 

地下水利用については、上水道利用を前提とした上でバックアップ用とする計画とするこ

と。 

建設工事中に必要な水は、この地下水を利用してよい。ただし、揚水設備設置に係る費用

は事業者で負担すること。 

 






